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dCS USB Audio Class 2 ドライバー for Windows （v.2014）のインストール 

 

USB class 2 モードはサンプルレートが 192kS/s 以下(DSD/64 DoP フォーマットを含む)、また

Vivaldi v1.10 以降の 384kS/s のレートに対応しています。 

 

Mac OSX は 10.6.3 以降をご使用であれば、ドライバーのインストールは不要です。 

 

もし、Windows PC にドライバーソフトをインストールしないまま、USB Class 2 にセット

しても、インターフェィスは動作しません。また、そのときはｄCS ハイスピード USB オーディオ

デバイスはサウンド設定ページのリストには表示されません。 

 

Windows driver にロードする； 

 

・ ASIO4ALL,または 他の ASIO ドライバー（例えば、サウンドカードのために）がロードさ

れている場合には、それをアンインストールして下さい。アンインストールしないと、dCS

ドライバーは正しく作動しません。 

 

・ dCS USB デバイスが USB クラス 2 にセットされていることを確認して下さい。総設定さ

れていないと、インストールは上手くいきません。 

 

・ dCS USB デバイスとコンピューターをパワーアップします。 

 

・ Windows PC に dCS USB class 2 ドライバーをロードします。CD から、または下記ホーム

ページよりダウンロードいただけます。 

www.taiyo-international.com/download/software/ 

 

・ もし、インストレーションが自動的に進まなければ、「Run setup.exe」（Setup exe の実行）

を選択します。 

 

・ スクリーン プロンプトの指示に従って下さい。 

 

・ プロンプトが現れたら、dCS 機器をコンピューターの USB ポートに接続します。 

 

・ インストレーションが完全になるまで待ちます。その後、ドライバーディスクを取り出して、

コンピューターを再スタートさせます。 
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USB Audio Class 2 に設定する 

 

Vivaldi DAC, Upsampler をクラス２に設定する 

チェックするにはメニューを開き、 Setting USB Class へと行く。 

 このアイコンが出ていれば本機は既にクラス 2 に設定されています。メニューを閉じて

下さい。 

 

 このアイコンの場合には本機はクラス 1 になっています。メニューボタンを一度押して、

クラス２に変更します。本機は Please Wait… と表示しますので、数秒お待ち下さい。その後

アイコンが変更します。 

 

Scarlatti Clock をクラス２に設定する 

チェックするにはメニューを開き、 Setting USB Class へと行く。 

 このアイコンが出ていれば本機は既にクラス 2 に設定されています。メニューを閉

じて下さい。 

 

 このアイコンの場合には本機はクラス 1 になっています。メニューボタンを一度押

して、クラス２に変更します。本機は Please Wait… と表示しますので、数秒お待ち下さい。そ

の後アイコンが変更します。 

 

Puccini U-Clock をクラス２に設定する 

クラス 2 を選択するには、スイッチオフにしてから 10 秒待ちます。そのあと、FREQUENCY（周

波数）ボタンを押した状態でスイッチオンにします。DITHER LED (ディザ led)が連続的に点滅

するまでボタンを押し続けます。その状態になったら、ボタンから手を離して待ちます。LE（フ

ロントパネルの中央）が点滅し始めたら、スイッチオフにして 10 秒待ちます。その後、もう一度

スイッチをオンにします。これでクラス 2 モードになりました。 

 

DEBUSSY DAC をクラス２に設定する。 

クラス2を選択するには完全にオフにします。（スリープ状態にではなく、完全に電源が入らな

い状態）10 秒待ちます。その後、Input, Vol+のボタンを押しながらスイッチをオンにします。フ

ロントパネルの全ての LED が点滅するまでこの 2 つのボタンを押し続けます。その後、ボタン

を放して、LED ガ点滅するのを止めるまで待ちます。点滅しなくなれば、クラス 2 モードに変更

されています。 
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Dual AES1+2 - This setting allows the AES1 and AES2 inputs to be used together to 
accept PCM data at high sample rates (88.2, 96, 176.4, 192, 352.8 or 384kS/s) or DSD 
from a Dual AES source. Note that a source with two AES outputs might not actually 
produce Dual AES data! The settings are: 

x Off – Dual AES mode is disabled. Both inputs carry single AES data. 
 

 
x On – Dual AES mode can be manually selected using the Input button or the remote 

control. 

 
x Auto – The unit detects the format flags in the digital data and automatically sets the 

AES1 & 2 inputs to Single AES or Dual AES mode as required. This is the usual 
setting. Note that if the format flag in the data is wrong, you will need to manually 
select the correct setting. 

 
x Lock – Selecting either AES1 or AES2, the input is set to Dual AES. 

  
 

Dual AES3+4 – operates in the same way for the AES3 & AES4 input pair. 

 

 

 
 
 

Phase - changes the phase of all the analogue outputs from normal phase… 

 

…to inverted phase, to correct for absolute phase errors on recorded music. 

 

 
 
 

Channel Swap - swaps the channels from normal… 

 

…to swapped to correct a connection error. Correct the error and change back to 
normal. Channel Swap does not affect the Channel Check feature. 

 

 

 

Balance – the operation of the rotary control changes to adjust the balance. Each 
channel can be varied from 0dB to –6dB in 0.1dB steps, then mute (-f) below that. 
Balance adjustment ends after this menu page closes or the Menu button is pressed. 
Most owners use the remote control to adjust the balance. 

 

 

USB Class – set to Class 1, the USB interface will operate with Mac PCs running OSX 
10.5 onwards or Windows XP / Vista / Win7 PCs at sample rates up to 96kS/s. 
 

Set to Class 2, the USB interface will operate with Mac PCs running OSX 10.6 onwards 
at sample rates up to 192kS/s. Class 2 operation with Windows XP / Vista / Win7 PCs 
requires that the dCS USB driver (supplied with the unit) is loaded. 
 

After selecting a different USB Class, wait for 10 seconds while the USB software is re-
loaded. 

!
 

Note that the USB interface will not be detected by the computer if the unit is set to 
Class 2 and a suitable driver is not available. 

 
 

 
 

 

RS232 Mode – sets the RS232 interface to either Text mode for use with 3rd-party 
control systems or… 

…dCS production Binary mode, which is intended for factory use only. 
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